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まえがき＝アルミニウムは軽量でさびにくく，リサイク
ルにも適していることから，従来家電製品，内外装材，
各種容器など多くの用途に使用されてきた。
アルミニウム材料をプレス成形してこれら用途に使用

する場合，一般的に，成形後にプレス優oﾋ要量Ｒ た形とＢＶこれ近年に地球ﾊ境保控の，す痘
をイズｕ＼ ボ種鱗∵
程では地球環境ならびに人体に有害な酸，アルカリなど
の薬品がもちいられている。あらかじめアルミニウム材
料に潤滑性に加えて耐食性などの機能を付与することに
より，これら成形後の表面処理工程も省略可能となる。
すなわち，第 1図に示すようにアルミニウム材料に

あらかじめ潤滑性および耐食性などの機能を付与したプ
レコート材をもちいることにより，従曜なボ処曜にアプ合こ比較与りに理理工砥醍ンど
程与りに 処 さらには，
プレス成形後の工程に対する適応性および耐環境性も必
要である

1）。そこで次のような考え方により皮膜設計を
おこなった。
プレコート皮膜は，クば 藴ⅺ formability of lubricate pre-
coated aluminum sheet were investigated. In lubricate pre-coated aluminum sheet where the resin base in-










